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セット販売価格：￥176,000を			 	 	 	 	 	
創業１周年特価として、約15％offの￥150,000（税別）
にてご提供いたします。	 	 	 	 	 	 	※好評につき2026年3月末までにお申し込みの場合に限ります。

電子書籍

高
尚
な
志
を
掲
げ
た
映
画
を
こ
よ
な
く
愛

す
る
者
達
に
よ
る
、映
画
鑑
賞
の
手
引
書
。　

一
般
大
衆
へ
の
影
響
が
強
い
が
ゆ
え
に
国

民
的
文
化
財
に
成
長
し
た
映
画
は
、「
映

画
製
作
は
国
家
本
位
で
あ
れ
」、「
東
亞
共

栄
圏
を
指
導
す
る
映
画
を
作
れ
」
と
い
う

政
府
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
下
、
新
聞
・
ラ

ジ
オ
と
並
ぶ
「
報
道
機
関
」
と
し
て
国
家

の
管
理
下
に
置
か
れ
る
。
映
画
人
た
ち
の

運
命
や
如
何
に
？
激
動
期
の
３
年
間
に

向
き
合
っ
た
映
画
人
た
ち
の
記
録
。

映
画
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

使
命
は
、
良
質
映
画
の

大
衆
化
、
文
化
財
と
し
て
の

映
画
の
自
覚
に
も
と
づ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

復
刻
版
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 宣言（昭和17年1月） 

映画日本社が第二次世界大戦時に、大衆向け映画情報誌として出版。『映
画フアン』・『キネマ』・『新映画』・『スタア』 ・ 『映画之友』の 5 誌が戦時統
制によって、 『映画之友』と『新映画』の２誌に統合され 1941 年に創刊。

「
日
本
映
画
雑
誌
協
会
設
立
に

伴
い
、
映
画
紹
介
鑑
賞
誌
た

る
「
映
画
之
友
」「
映
画
フ
ァ

ン
」「
キ
ネ
マ
」「
新
映
画
」「
ス

タ
ア
」の
五
大
雑
誌
は
全
部
十
二
月
号
限
り
で
発
展
的
解
消
を
と
げ
、新
し
く
「
映
画
之
友
」
並
に
「
新

映
画
」
の
二
雑
誌
が
新
年
号
よ
り
創
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
映
画
之
友
」
と
い
ひ
「
新
映

画
」
と
い
ひ
、た
ま
た
ま
そ
の
誌
名
が
映
画
雑
誌
と
し
て
最
も
適
切
な
る
た
め
こ
れ
を
選
ん
だ
ま
で
で
、

内
容
体
裁
に
い
た
つ
て
は
能
ふ
る
限
り
の
刷
新
を
加
へ
、
文
字
通
り
面
目
を
一
新
す
る
こ
と
に
な
つ
て

を
り
ま
す
。
か
く
て
新
生
「
映
画
之
友
」
は
、
一
般
向
き
の
映
画
紹
介
鑑
賞
誌
、
皆
さ
ん
の
た
め
の

映
画
雑
誌
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
十
二
分
に
発
揮
す
べ
く
、
万
全
を
期
し
た
い
と
思
つ
て
を
り
ま
す
。

最
も
重
要
な
る
文
化
財
と
し
て
の
映
画
の
、
正
し
き
道
へ
の
指
導
、
広
大
な
る
発
展
へ
の
推
進
に
向

つ
て
、
本
誌
は
全
力
を
尽
く
し
て
行
き
ま
す
。
健
全
な
る
娯
楽
性
の
中
に
映
画
鑑
賞
の
指
導
性
を
持

た
せ
る
こ
と
、
本
誌
は
世
界
に
も
そ
の
例
を
み
な
い
本
当
に
万
人
に
裨
益
し
歓
迎
さ
れ
る
よ
う
な
映

画
雑
誌
と
し
て
、
映
画
紹
介
鑑
賞
誌
本
来
の
使
命
を
完
ふ
す
べ
く
、
真
摯
敢
闘
し
て
行
く
覚
悟
で
あ

り
ま
す
。」
日
本
映
画
雑
誌
協
会　

株
式
会
社
映
画
日
本
社　

※
一
部
省
略

昭和十六年十二月八日、畏くも米英に対する宣戦の大詔が渙発せられ、ここに一億国民の
向かふべき道がはっきり決まった。＜中略＞戦ひは国家総力戦である。＜中略＞豊かなる
娯楽性と強力なる啓発宣伝性とをもつ映画の責務、いよいよ重且大なるものを覚える。更
にまた、映画の正鵠なる報道機関たる雑誌の使命の切実なる、これまた多言を要しないと
ころだ。思ふに雑誌の経営編集も、総力戦体勢の一環として、国家の意思具現に向つて、
邁進すべく努めなければならない。今や誌面における一個人の趣味、一団体の嗜好の如き、
断固排撃すべきである。われわれは銃後の陣を固く守る思想戦士として、さあ頑張らう、
いざ突進しよう！＜中略＞聖旨を奉戴し、進んで聖戦の目的を完遂し、誓つて皇軍将兵の
純忠にこたへ、鐵石の意思をもつて映画文化の健全化を図り、以て高度国防国家体制の完
璧化を期すべく総力を国に捧げて国に報い、この一戦に石に嚙りついても戦い抜いて行く
決意である。� 株式会社映画日本社
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創
刊
の
辞
（
昭
和
15
年
12
月
）

電子書籍 復
刻
版

戦前戦中期　映画関連復刻版「新映画」「月刊映画」「演芸と映画」電子書籍にて、続々刊行。

東亞における各國映画の現有勢力

映画の国策性
大政翼賛会常任総務

「駐日合弁
現地ロケ」　
益子善六

画期的な内鮮映画人の交流
「君と僕」鑑賞の手引き

日満支撮影所めぐり
李香蘭

「文化映画」村山しげる

※販売対象機関：全機関　
1941年1月創刊号～1943年12月号の休刊迄を2回に分けて配信

◉ 同時アクセス数３の価格　　　  ◉  ①・②分売可
配信回数 巻数 掲載号 発行年月日 分売 分売価格（税別） セット販売価格（税別）

第１回配信
（全2回）

第1巻 1巻1号～1巻3号 1941年1月1日～1941年3月1日
① ¥99,000 ￥176,000

2026年3月末まで
特価￥150,000

第2巻 1巻4号～1巻6号 1941年4月1日～1941年6月1日

第3巻 1巻7号～1巻10号 1941年7月1日～1941年9月1日
② ¥99,000

第4巻 1巻11号～2巻2号 1941年10月1日～1942年2月1日

解
説 

◉ 

佐
伯 

知
紀
（
映
画
史
家
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
映
像
産
業
振
興
機
構
顧
問
）


